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は じ め に

1980 年，獣医学教育⚖年制移行に伴い，酪農学園
大学（以下，本学）酪農学部獣医学科に医動物学教
室が新設された（当時，上田 晃 帯広畜産大学名
誉教授が運営。故人）。しかし，すぐに⽛獣医寄生虫
学教室⽜に改称され（1985 年），さらに，本学科（現
在の学類）が小講座制から大講座制に移行した際，
感染・病理学分野寄生虫病学ユニットとなった。
しかし，2020 年度以降に，このユニットは医動物
学を冠したものになることが検討される予定であ
る。なぜ，40 年もの前の名称が蘇るのか。そもそ
も，医動物学という語自体，耳馴染みが無いのでは
ないか。訝しく思う方が少なくないであろう。
理解無くして支援は無い。支援無ければ発展は無
い。理解を頂く縁として，まず，本稿では医動物学
の定義を示し，次いで，その分野を冠したユニット
に改名する理由を明示する。その論議の補強材料と
して，これまでの本ユニットの研究活動概要を示し，
最後に医動物学ユニットの方向性を提示したい。

医動物学の定義と獣医学における現状

医動物学Medical Zoology は医学に関係のある原
生生物（以下，原虫）と動物とを扱う分野である（吉
田・有薗，2008）。動物学 Zoology 自体，日本では細
分化されているので，（たとえば，動物生態学のよう
な例はあるが）そのまま講座名に使用される例は少
ない。しかし，医科大学では寄生虫（病）学と衛生
動物学両方を守備範囲にする講座にこの名称が使わ
れている。

寄生虫（病）学が中心に対象にする生物群は内部
寄生する原虫と蠕虫で，獣医学教育モデル・コアカ
リキュラム（以下，コアカリ）⽛獣医寄生虫病学⽜で
もこれらに軸足を置いた教育をしてきた（註：以下，
コアカリ科目は⽛⽜を附す。医学と混同されないと
判断された場合，接頭語・獣医を省く）。もちろん，
多様化を強める飼育種や保護増殖対象となる希少種
も獣医療の対象となるので，畢竟，ヒトの場合より，
一層，多種多様な生物群を扱うことになる（後述）。
一方，衛生動物学が対象にする生物群は，寄生虫
含む病原体の中間宿主・媒介者となる軟体動物・甲
殻類・昆虫類・魚類やヒトに噛傷を与える直接害を
なす多足類・サソリ類・ヘビ類・ネズミ類などであ
る。哺乳類に関してはヒトの近辺に棲息し病原体を
保有するイヌ，ネコ，キツネなども医学上重要とし
ている（吉田・有薗，2008）。このような重要種の範
囲は，間違いなく拡大傾向にある。このような傾向
は獣医学でも同様で，従来の典型的な衛生動物は⽛寄
生虫病学⽜等でダニ類・昆虫類の分類・生態・疫学
などを教え，加えて⽛人獣共通感染症学⽜や⽛家畜
衛生学⽜でも教えてきた。⽛環境衛生学⽜でも衛生動
物の項目が設けられている（浅川・能田，2019）。
しかし，20 世紀終盤以降，獣医学では，従来の家
畜・家禽に加え動物園水族館（以下，園館）の飼育
動物，希少種化あるいは害鳥獣化した野生動物，多
様化した個人飼育の（愛玩鳥，エキゾチックペット，
無脊椎動物など）動物にも責任を果たすことが求め
られている。たとえば，現行の動物愛護法では，哺
乳類や鳥類のみならず，爬虫類も含まれた。また，
外来種対策法で指定されるは特定外来種としてアラ
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イグマ，ヌートリア，キョン，マングースなど哺乳
類のほか，魚類以上の脊椎動物，節足動物，軟体動
物などの動物属種が指定されている。多くが個人飼
育の動物に由来したことを考えると，獣医療のあり
かたが問われても仕方がない。イノシシやシカなど
在来種も家畜伝染病予防法上，監視対象となる場合
もある（例：豚コレラ発生時のイノシシ）。ニホンカ
モシカのような日本固有種で，かつては個体数を減
らした種でも，保護施策が機能すれば林業の有害種
になる。このように希少種・有害種との区分けは相
対的なもので，最近の獣医学ではこのような動物も
対象とし，⽛野生動物学⽜で教育されている。
以上のように，（医学領域の）医動物学で扱う対象
動物群を獣医大学の研究教育に外挿するならば，動
物のみであっても，その対象種はかなり広範なもの
となる（図⚑および⚒）。獣医学上重要な種の範囲
の広大さは医学の比ではない。もはや，従来の医学
直輸入の医動物学とは完全に別様相を呈し，本来な
らば獣医動物学 Veterinary Zoology の名称が相応
しい。

真核生物の系統関係と獣医学領域の動物

以上に加え，医動物学には原虫（病）も含まれる。
原虫の分類は分子生物学的分類体系再構築により，
大きな改変期を迎え（後述），原生生物学（特に，原
虫学とも表記される）Protistology と動物学とに区
別される傾向にある。この現状は研究資源の有効な
運用を鑑みた場合，一分野に原虫と動物と共存させ
ることは学問発展上の足枷になるが，ここでは深入
りしない。まず，論議を進める参照として真核細胞
生物の系統関係概要を理解しよう（永宗ら，2018）。
真核生物は遺伝子配列によって主要な⚕つの（界や
ドメインよりも上位でより柔軟な）スーパーグルー
プに大別される；⚑）SAR，⚒）アーケプラスチダ，
⚓）エクスカバータ，⚔）アメーボゾエア，⚕）オ
ピストコンタ。さらに，各スーパーグループはその
下にランクを設けている。たとえば，SAR にアル
ベオラータ（繊毛虫，渦鞭毛虫，コクシジウムやバ
ベシアを含むアピコンプレクサなど），リザリア（有
孔虫など），ストラメノパイル（不等毛植物など）な
どのランクがある。他スーパーグループではアーケ
プラスチダのクロレラと多細胞性緑色植物，エクス
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図 1 原核/真核生物の系統関係概要と代表的な寄生原虫類（永宗ら，2018 より改変)



カバータのジアルジア，トリパノソーマあるいは
ユーグレナ（ミドリムシ）など，アメーボゾアの赤
痢アメーバやアカントアメーバなどを含むランクが
ある。そして，スーパーグループ・オピストコンタ
に立襟鞭毛虫（水棲，自由生活）などに加え，真菌
ランクと動物（永宗ら，2018 の後生動物）ランクが
配される。この関係を図⚑のような真核の大樹とし
て表現し，各スーパーグループは大枝，ランクは木
の葉に例えた。
スーパーグループとランクなどがどのコアカリ科
目で学ぶのかを示すと，真正細菌は⽛微生物学（細
菌学）⽜で学ぶ。真菌については（本学では）⽛人獣
共通感染症学⽜で扱い，皮膚糸状菌症，カンジダ症，
コクシジオイデス症，アスペルギルス症，クリプト
コッカス症，ヒストプラズマ症などが講じられてい
た。しかし，最近，原虫から真菌に配置換えされた
微胞子虫（ノゼマ，エンセファリストゾーン等）は，
⽛動物感染症学⽜，⽛魚病学⽜および⽛寄生虫病学⽜で
扱う。プロトテカは，最近，乳牛の疾病原因として
注目されている二次的に葉緑体を失った緑藻類（原
虫）で，生産動物医療学で研究対象としている。渦
鞭毛虫（原虫）は赤潮・青潮（水の華）の原因原虫
であり，ヒトや家畜などの動物が経口的に摂取する

と中枢神経や肝臓に障害を与え（中毒），⽛環境衛生
学⽜の中で紹介される。そうなると，図⚑の真菌と
動物，それと前述されたもの以外の楕円で示された
ものが⽛寄生虫病学⽜で学ぶ。
図⚑右下，立襟鞭毛虫という淡水産自由生活原虫
の共通祖先軽から分岐した動物が本稿本文の中心課
題である。動物に所属するグループを図⚒に示した
が，この両図を一瞥しても，原虫と動物との間に相
当かけ離れた系統性の存在が理解出来る。この異質
性はそれぞれの生物学的特性を反映し，診断の要で
ある形態・分子，治療の要である生態（生活），予防
の要である生活史などが異なり，同一ユニットが対
象とするにはあまりに広範である。

ユニット名称変更の経緯と
医動物学ユニットの研究対象

一方，学問的理想と実際的資源とは必ずしも合致
しない。特に，大きな変革の時期に早急に対応する
必要性が主張される獣医大学では尚更である。ユ
ニット編成はコアカリ準拠なので，⽛寄生虫病学⽜で
は原虫（病）と寄生性動物による疾病とが教育され
る。そのため，2018 年⚙月，実験動物学ユニット所
属の准教授が，著者の獣医保健看護学類出向（浅川，
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図 2 獣医学が対象とする動物と本学・医動物学ユニット（仮称）が対象とする動物群（系統樹は浅川，2015が使用したものを改変)



2018）により伴う寄生虫病学ユニット欠員状態を解
消するため異動をした（大杉，2019）。この准教授の
専門はバベシア属（図⚒，アピコンプレクサの一群）
であるため⽛寄生虫病学⽜の原虫（病）を担当して
いる（浅川，2009）。
さらに，2020 年⚔月に著者が獣医学類へ戻る。現
在の主要な専門は野生動物・園館動物・エキゾチッ
クペットなどの寄生虫病の疫学や診断などで，1996
年からは本学部（学群）で野生動物医学概論を兼任
し，現在，⽛野生動物学⽜担当である。そのため，
Master of Science in Wild Animal Health (MSc
WAH), Royal Veterinary College (RVC), London
Univ., UK（王立獣医大院野生動物医学専門職修士）
および日本野生動物医学会認定専門医 Dipl.
JCZWM（分野：感染/病理学）の資格を取得し，文
科省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の一環と
して本学附属動物医療センター構内に設立された酪
農学園大学野生動物医学センター（以下，WAMC）
の施設担当となった。
以上，2020 年度以降の教員⚒名が運営する医動物
学ユニット（仮称）は⽛寄生虫病学⽜と⽛野生動物
学⽜双方を同等に研究の守備範囲とする研究単位と
なる。この背景がユニット名称を旧来の寄生虫病学
から医動物学にした理由である。なお，獣医大学で
医動物学を関する講座・研究室を有するのは日本大
学と岡山理科大学である［2019 年⚓月閲覧時の日本
大学と岡山理科大学のWEBサイト］。

獣医寄生虫病学ユニットの総括

大学は研究を基盤にして教育をする場である。そ
して，その研究は研究者が主催するユニットで行わ
れる。名称を変更するとしても，実質的な内容が
伴っていないのならのなら，すべてが絵空事になる。
ユニット構成教員の資質，専門性は関連論文で客観
的に示される（自己申告ではない）。研究業績が担
保されていなければユニットは砂上の楼閣となる。
ユニット設立・運営は各ユニット所属教員の論文業
績が要となるので，今回，回顧をした。本学獣医学
群では⽝学術研究動向（以下，動向）⽞が⚕年に一度
刊行され，現在，全⚖巻（1988 年から 2017 年）が刊
行済である。その間も⽝Academic Research of
Graduate School of Veterinary Medicine（同大大学
院獣医学研究科英文業績集で，以下，院業績集）⽞が
⚑年に一度刊行される。以上から本学教員の研究力
を推し量ることが可能となる。
まず，回顧作業に入る前に，抽出の基準を設ける。

⽝動向第⚑巻⽞では⽛原著論文（レフェリーのある雑

誌）⽜と⽛原著論文（レフェリーのない雑誌）または
投稿記事⽜項目を立てたが，本稿では前者のみを参
照する。⽝動向第⚒巻～第⚖巻⽞では⽛原著論文⽜に
一本化されたのでこれを参照する。以上⽛原著論文⽜
には短報も含まれるが，⽝動向第⚒巻⽞からは⽛総説・
解説⽜の項目が設定された。これらには査読のある
学術誌に掲載されたものも含まれ，英文は⽝院業績
集⽞に収載される扱いを受ける。よって，以下では
英文の学術誌上に掲載された総説も参照する。
次いで，回顧調査対象の獣医寄生虫病学ユニット
所属教員を明確にする。現在，このユニットには教
授と准教授（前述）各⚑名が所属する（2019 年⚘月
現在）。1982 年採用の教授は 1988 年以降の業績に
関し⽝動向全巻⽞に，また 2008 年採用の准教授は⽝動
向第⚕巻および第⚖巻⽞にそれぞれ掲載されている。
1985 年採用の著者は，2019 年⚘月現在，獣医保健看
護学類獣医寄生虫学研究室に出向中であるが（⽝動
向第⚖巻⽞），この回顧調査では獣医寄生虫病学ユ
ニットとしてカウントした。著者の⽝動向第⚖巻⽞
における原著論文に関しては，独自項目の浅川ゼミ
所属生筆頭の英語論文 /日本語論文，それ以外の英
語論文 /日本語論文を設定した。著者指導ゼミ生は
卒業論文（研究論文）で扱った内容を刊行すること
が義務付けられている。したがって，学生筆頭のも
のが相当数生じたためこのような項目立てをした。
また，学生筆頭では和文論文（大学や博物館の紀要，
商業誌含め）が大部分なので，著者の記録は和文を
除外した。また，英文でも大学や博物館などの紀要
類は除いた。なお，これら除外されたものは，年⚑
度刊行されるWAMC研究・教育概要（直近のもの
は，浅川，2019ab）あるいは地域別活動報告（直近
のものは，浅川，2019c）に一覧が掲載されているの
で必要ならばそちらを参照されたい。
以上の条件で⚓名の教員論文情報の抜書きをした
のが附録 1～3となる。一瞥をするだけで，家畜・伴
侶動物のみならず園館飼育種や野生種も含めた，多
様な動物の寄生虫病とそれ以外の感染症を対象にし
た論文を刊行していたことが判明した。この事実は
今回のユニット名称の変更と，今後，このユニット
が主導あるいはサポートする本学類教育の根拠とな
ろう。

医動物学ユニットの担当科目と教員の資質

医動物学ユニットの教員が獣医学群で担当する科
目は⽛寄生虫病学⽜と⽛野生動物学⽜に加え，⽛環境
衛生学⽜（特に，鳥類保全と衛生動物）と⽛魚病学⽜
（特に，水族館展示動物の寄生虫病）の分担となる研
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究背景である（浅川，2018a，2019d；浅川・能田，
投稿中）。また，獣医看護学類でも動物寄生虫学と
野生動物医学概論も担当予定である。ちなみに，こ
れら科目群を対象にするということは，本学獣医学
類（あるいは学系：2020 年度からの本学教員所属組
織）の感染・病理学分野（あるいは領域）と衛生・
環境学分野（あるいは領域）に跨ることになる好例
でもあろう（註：コアカリ病態獣医学≒本学感染・
病理学の科目が⽛寄生虫病学⽜と⽛魚病学⽜；コアカ
リ応用獣医学≒本学衛生・環境学の科目が⽛野生動
物学⽜と⽛環境衛生学⽜）。
繰り返すが，大学は研究を基盤として教育をする
場である。教員の質保証は研究業績を出し続ける姿
勢が重要なのである。これを示すのが本学大学院獣
医学研究科認定の主 / 副指導教員資格取得である
（前者は教授，後者は准教授・講師で取得すべき教員
資格）。寄生虫病学ユニットの教員⚓名中⚒名がこ
のような教員条件を満たしていないのは（2019 年⚘
月現在），非常に憂慮すべき事実であった。医動物
学ユニット（仮称）では当該資格取得を前提とする。
その理由を説明する。コアカリ制定の目的は臨床獣
医学教育強化を目指すものであるが，その一方で，
研究力あるいはリサーチ・マインド涵養が堅持され
ている（佐藤晃一 山口大学教授，2019 年⚓月⚕日，
本学コアカリ研修会）。さらに，欧州獣医系大学協
会 European Association of Establishments for
Veterinary Education（EAEVE）が獣医師に求める
能力として review（論文作成）があり，教員は上記
教員資格必須であるとされている（鈴木一由 本学
教授，2019 年⚓月 12 日，本学獣医学群教授会）。そ
のため，全国の獣医大では卒業論文（本学では課題
研究）が，今後も維持されるが，このためにも，最
低限の条件とするのはなんら不思議ではない。

医動物学ユニット（仮称）の施設

以上，ユニットの研究範囲，教員と担当科目につ
いて記したが，以下では施設面について見てみたい。
医動物学ユニット（仮称）が使用予定の研究教育施
設はA4 号館⚓階の寄生虫病学のラボ・学生演習室
および同⚔階オートクレーブ室・培養室となる。⚓
階部はほぼ従来通りの使用となるが，医動物学ユ
ニット（仮称）所属の教員⚒名は，当面，実験動物
を使用した研究をしないことが相互確認されている
ので，培養室は標本・資料室とする。なお，培養室
は 30 年以上にわたりラットを用いた毛様線虫の継
代をされていた。この事業に費やされた費用，労力，
実験動物の命を鑑みても，このユニットを引き継ぐ

教員として業績確認は明確にしたい。
前述のWAMCは，特に，2011 年⚙月以降は，著
者が指導するゼミ生・院生・研究生が研究のみなら
ず社会啓発や野生動物問題のなどにも利用してきた
（たとえば，浅川，2019）。もし，今後も医動物学ユ
ニット（仮称）がWAMCを運営するならば，従来
通り，社会啓発や地域貢献活動，行政（国，道，市
町村）などからの野生動物問題の対応，傷病野生動
物の収容・救護，学内外に出没した有害鳥獣の捕獲
を含む対応，市民への公開講座，小学生・附属高校
の研修，警察などからの動物の変性死体剖検，他分
野・ユニットへの研究材料供与，園館からの診断依
頼，国内外の野生動物医学の専門家・学生との交流
などを継続する。

今後の方向性

一般に，ユニット研究活動の深化・緻密・高度を
追求する場合，まず対象（モデル生物種あるいは手
法）の絞り込みが前提である。しかし，医動物学ユ
ニット（仮称）対象生物は実に多様である（図⚑お
よび⚒）。だからこそ，（前述したコアカリの研究力
あるいは EAEVE の review 以前に）自身の専門性
を維持するためにも，まず，研究業績を出し続けな
ないとならない。さもないと，⽛真核の大樹⽜（図⚑）
内で自分を見失うからである。そして，本ユニット
の研究テーマは病態獣医学と応用獣医学の学際で，
多様な動物の感染症・寄生虫病の一次的な診断（分
類）と宿主-寄生態関係の生態を研究課題としたい。
前者の一次とは，当然，二次あっての一次である。
本ユニット以外の分野・ユニットが二次研究である
ので医動物学ユニット（仮称）の運営には全学類の
支援が前提となる。後者の枚挙は疾病の自然史につ
がなり，最終的には宿主・病原体・疾病の自然史大
学博物館を前提にしている。こちらの方は，他学群
や本学以外の大学・専門機関の協力が前提となる。
これら両方向性は，コアカリ制の獣医師像である生
態系保全に貢献する人材養成に寄与することになろ
う。
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要 旨

本学では旧来の寄生虫（病）学から医動物学を冠
したユニットになることが検討されることが予定さ

れている。本文では医動物学の定義と現状について
解説し，今後の動向について展望した。

Summary

An overview of research activities derived from Laboratory of Veterinary Parasitology, School of Veterinary
Medicine, Rakuno Gakuen University, and its trends from a standpoint of medical zoology was given.
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